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家
族 

(一) 

家
と
家
族 

 

永
良
部
で
は
家
族
の
こ
と
を
「
ヤ
ー
キ
ネ
」
と
唱
え
て
い
る
。 

単
に
「
キ
ネ
ー
」
と
言
う
こ
と
も
あ
る
。「
ヤ
ー
ヌ
チ
ユ
」
と
言 

え
ば
「
家
の
人
」
と
い
う
こ
と
で
、「
キ
ネ
ー
」
と
言
え
ば
家
と 

い
う
囲
み
の
内
に
住
ん
で
い
る
者
の
こ
と
で
家
族
の
こ
と
で
あ 

る
。 

 

「
広
辞
苑
」
で
は
家
族
を
、「
①
血
縁
に
よ
っ
て
結
ば
れ
生
活 

を
共
に
す
る
人
々
の
仲
間
で
、
婚
姻
に
基
づ
い
て
成
立
す
る
社
会 

構
成
の
一
単
位 

②
家
の
旧
制
度
の
下
で
戸
主
の
統
率
し
た
家
の 

構
成
員 

③
原
則
と
し
て
戸
主
の
親
類
で
、
そ
の
家
を
構
成
す
る 

者
、
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
」
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
に
つ 

      

性
は
ジ
ヤ
ー
ジ
ヤ
、
女
性
は
ア
ジ
で
あ
る
。
ま
ぎ
ら
わ
し
い
場
合 

は
地
名
、
ま
た
は
実
名
、
ま
た
は
屋
号
を
冠
し
て
使
う
。 

 

曾そ
う

祖
父
は
フ
ー
ジ
ヤ
ー
ジ
ヤ
、
曾
祖
母
は
フ
ー
ア
ジ
と
言
う
。 

高
祖
父
も
フ
ー
ジ
ヤ
ー
ジ
ヤ
、
高
祖
母
も
フ
ー
ア
ジ
と
言
う
。
高 

祖
父
母
以
上
は
す
べ
て
高
祖
父
母
と
同
じ
呼
び
方
で
あ
る
。
す
な 

わ
ち
、
自
分
以
上
四
世
代
に
親
族
の
呼
び
方
が
あ
る
。
こ
の
こ
と 

は
ま
た
、
自
分
以
下
四
世
代
に
親
族
の
呼
び
方
が
あ
る
の
と
対
照 

的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ク
ワ
、
マ
ガ
、
ヒ
マ
ガ
、
マ
タ
マ
ガ
で 

あ
る
。
子
女
は
一
般
に
ク
ワ
で
あ
る
が
、
長
子
は
シ
ザ
グ
ワ
、
末 

子
は
チ
ユ
シ
グ
ワ
で
あ
る
。 

 

伯
叔
父
母
に
対
し
て
は
、
父
を
中
心
と
し
て
年
齢
を
基
準
に
年 

長
に
は
伯
父
を
フ
ァ
ー
チ
ヤ
、
伯
母
に
は
フ
ァ
ー
マ
、
年
下
に
は 

叔
父
を
ヲ
ウ
ジ
ヤ
、
叔
母
を
バ
ー
バ
と
呼
ぶ
。
叔
母
（
バ
ー
バ
） 

の
妹
は
バ
ー
バ
グ
ワ
で
あ
る
。
バ
ー
バ
グ
ワ
の
妹
は
バ
ー
バ
に
実 

名
を
冠
す
る
。
例
え
ば
ハ
ナ
バ
ー
バ
（
花
叔
母
）
で
あ
る
。
傍
系 

の
伯
叔
母
に
は
ハ
ラ
チ
を
冠
す
。
例
え
ば
ハ
ラ
チ
フ
ア
ー
マ
、
ハ 

ラ
チ
バ
ー
バ
の
ご
と
く
で
あ
る
。 

 

伯
叔
父
は
一
般
に
ヲ
ウ
ジ
ヤ
で
あ
る
が
、伯
父
は
フ
ア
ー
チ
ヤ
、 

叔
父
は
ヲ
ウ
ヂ
ヤ
で
、ヲ
ウ
ヂ
ヤ
の
弟
は
ヲ
ウ
ジ
ヤ
グ
ワ
で
あ
る
。 

ヲ
ウ
ジ
ヤ
グ
ワ
の
弟
は
ヲ
ウ
ヂ
ヤ
に
実
名
を
冠
す
。
例
え
ば
次
郎 

い
て
は
、「
家
族
全
体
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
集
団
、
特
に
旧 

民
法
で
戸
主
の
支
配
権
で
統
率
さ
れ
た
戸
主
と
家
族
と
の
共
同
体 

で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。 

 

こ
の
「
広
辞
苑
」
の
い
う
「
家
族
」「
家
」
の
概
念
は
、
永
良 

部
の
「
ヤ
ー
ヌ
キ
ネ
」
ま
た
は
「
キ
ネ
ー
」
と
同
義
に
解
し
て
よ 

い
。
た
だ
、
先
の
定
義
が
民
法
や
社
会
学
的
用
語
で
あ
る
た
め
、 

肉
親
の
温
か
み
や
祖
霊
と
家
族
が
同
居
し
て
い
る
と
い
う
観
念
の 

表
現
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、「
キ
ネ
ー
」（
家
族
）
の
意
を
十 

分
つ
く
し
得
て
い
な
い
感
が
す
る
。 

 

そ
こ
で
主
観
的
で
あ
る
が
、
日
常
の
言
葉
で
「
祖
父
母
、
父
母
、 

兄
弟
、
孫
な
ど
の
血
の
つ
な
が
る
肉
親
が
、
保
護
者
を
中
心
に
し 

て
祖
霊
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
一
つ
の
家
に
住
ん
で
い
る
者
を
『
キ 

ネ
ー
（
家
族
）』
と
い
う
」
と
し
て
感
覚
的
に
表
現
し
て
み
る
と
「
キ 

ネ
ー
」
の
味
が
出
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
の
「
キ
ネ
ー
」
が
、 

社
会
的
に
は
「
家
」
と
よ
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 
(二) 

家
族
員
の
呼
称 

 

家
族
に
限
ら
ず
広
く
親
族
の
呼
称
を
示
す
と
、
祖
先
は
総
称
し 

て
ウ
ヤ
ホ
と
呼
称
す
る
。
祖
父
は
ジ
ヤ
ー
ジ
ヤ
、
祖
母
は
ア
ジ
で 

あ
り
、
祖
父
母
の
世
代
の
親
族
男
女
性
に
対
し
て
も
、
同
じ
く
男 

      

ヲ
ウ
ヂ
ヤ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
傍
系
の 

伯
叔
父
に
は
ハ
ラ
チ
を
冠
す
。
例
え
ば 

ハ
ラ
チ
フ
ア
ー
チ
ヤ
、
ハ
ラ
チ
ヲ
ウ
ヂ 

ヤ
の
如
く
で
あ
る
。
な
お
、
伯
叔
父
母 

の
世
代
の
親
族
男
女
性
に
対
し
て
は
、 

フ
ア
ー
チ
ヤ
、
フ
ア
ー
マ
、
ヲ
ウ
ヂ
ヤ
、 

バ
ー
バ
を
用
い
る
が
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
場
合
は
、
地
名
（
部
落
名
） 

ま
た
は
実
名
、
ま
た
は
屋
別
を
冠
す
。
例
え
ば
内
城
の
フ
ア
ー
チ 

ヤ
、
ま
た
は
カ
ネ
（
実
名
）
バ
ー
バ
、
ま
た
は
グ
ス
ク
ヤ
（
屋
号
） 

の
フ
ア
ー
マ
の
ご
と
く
で
あ
る
。伯
叔
父
の
世
代
の
人
に
対
し
て
、 

ヲ
ウ
ヂ
ヤ
と
呼
ぶ
べ
き
世
代
の
地
位
に
あ
る
人
を
、
ミ
ー
（
兄
） 

と
呼
び
か
け
る
こ
と
が
あ
る
が
、親
近
感
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、 

逆
の
例
も
あ
り
、
言
葉
の
混
用
が
見
ら
れ
る
。 

 

兄
弟
は
五
イ
で
あ
る
が
、
一
般
に
兄
を
ミ
ー
と
呼
ぶ
、
昔
、
農 

家
で
は
兄
を
ア
ク
、
と
呼
ん
だ
。（
昔
は
下
男
を
ヤ
ク
ミ
と
呼
ん 

だ
こ
と
も
あ
る
。
な
お
和
泊
地
区
で
階
級
制
の
こ
ろ
上
流
で
は
、 

長
上
の
男
を
シ
ユ
ウ
、
年
下
の
男
を
ボ
ウ
、
長
上
の
女
を
ア
カ
と 

呼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。）
長
兄
は
フ
ー
ミ
、
次
兄
は
ミ
ー
グ
ワ
、 

三
兄
以
下
は
実
名
＋

プ
ラ
ス

ミ
ー
グ
ワ
で
あ
る
。
弟
は
一
般
に
ウ
ト
ゥ 

ヰ
イ
で
あ
る
。 
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自
分
か
ら
み
て
兄
弟
の
世
代
の
親
族
男
性
の
年
長
に
は
、
等
し 

く
ミ
ー
（
兄
）
を
用
い
る
が
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
場
合
に
は
地
名
、 

実
名
ま
た
は
屋
号
を
冠
す
る
。 

 

姉
妹
は
ヲ
ウ
ナ
イ
で
あ
る
。
ヲ
ナ
リ
神
の
ヲ
ナ
リ
で
あ
る
。
姉 

は
一
般
に
ア
ヤ
と
呼
び
、
長
姉
は
フ
ア
ヤ
、
次
姉
は
ア
ヤ
グ
ワ
、 

三
姉
以
下
は
実
名
＋

プ
ラ
ス

ア
ヤ
グ
ワ
と
呼
ぶ
。 

 

男
は
五
ン
ガ
、
女
は
ウ
ナ
グ
と
言
い
、
父
方
、
母
方
を
し
い
て 

区
別
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
特
に
母
方
の
場
合
は
「
ア
マ
ガ 

ハ
タ
」
と
言
う
。 

 

以
上
の
よ
う
に
親
族
称
呼
に
よ
っ
て
ハ
ロ
ジ
（
腹
氏
か
）
関
係 

（
血
縁
関
係
）
の
中
の
地
位
、
身
分
を
示
し
て
い
る
。
ま
ぎ
ら
わ 

し
い
場
合
は
、
地
名
、
実
名
、
ま
た
は
屋
号
を
冠
す
る
こ
と
は
幾 

度
か
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
血
縁
体
系
（
ハ
ロ
ジ
）
が
世 

代
と
年
齢
の
規
準
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
父
母
両 

系
の
座
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
 

付 

幼
名
（
ワ
ラ
ビ
ナ
ー
）
と
学
校
名 

 

誕
生
す
る
と
す
ぐ
つ
け
る
名
が
幼
名（
ワ
ラ
ビ
ナ
ー
）で
あ
る
。 

祖
父
母
の
、
兄
弟
姉
妹
の
生
存
し
て
い
る
者
の
名
を
そ
の
ま
ま
つ 

け
る
の
で
あ
る
。
父
方
祖
父
母
を
優
先
し
、
母
方
祖
父
母
は
次
に 

      

通
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
父
方
、
母
方
同
比
重
の
範
囲
で
現
れ
て 

い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
前
述
の
、
親
族
呼
称
の
あ
る
範
囲
は
す
べ
て
ハ
ロ
ジ
で 

あ
る
。
ハ
ロ
ジ
は
、
父
母
両
系
の
座
に
つ
な
が
る
血
縁
体
系
で
あ 

る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
言
葉 

は
ハ
ラ
（
母
系
原
理
）
と
ウ
ジ
（
父
系
原
理
）
の
合
成
に
よ
る
も 

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
様
に
ハ
ラ
と
ヒ
キ
の
合
成
で
は
な
か
ろ 

う
か
、
と
説
く
人
も
い
る
。 

 

ハ
ロ
ジ(

腹
氏
）
は
ハ
ラ
に
重
点
が
あ
り
、
ヒ
キ
ハ
ラ
は
ヒ
キ 

に
重
点
が
あ
る
。
前
者
は
両
系
制
で
あ
り
、
後
者
は
父
系
単
型
制 

で
あ
り
、
し
か
も
重
系
的
面
影
を
示
し
て
い
る
。
ヒ
キ
は
、
あ
る 

時
期
か
ら
し
だ
い
に
母
系
を
表
す
ハ
ラ
を
も
っ
て
、
代
え
ら
る
る 

に
至
っ
た
。 

 

ヒ
キ
（
ヒ
チ
）
ハ
ラ
は
、
父
系
的
自
然
血
縁
体
単
系
制
の
親
族 

体
系
父
兄
同
族
で
、父
系
に
そ
の
配
偶
者
を
伴
っ
た
血
縁
体
系
で
、 

配
偶
者
の
血
縁
を
含
め
な
い
。
男
系
卑
属
の
単
系
的
広
が
り
を
意 

味
す
る
。
例
え
ば
「
○
○
の
ス
ヂ
ヒ
チ
」
の
ご
と
く
用
い
ら
れ
る
。 

 

「
○
○
家
」
の
男
系
、
同
族
を
意
味
す
る
。 

 

ハ
ラ
は
元
来
、
母
系
的
血
縁
体
系
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。
し
か 

し
現
在
で
は
、
専
ら
父
系
的
自
然
血
縁
体
系
ヒ
キ
（
ヒ
チ
）
に
当 

す
る
。
こ
の
ワ
ラ
ビ
名
は
家
庭
で
使
う
こ
と
が
多
い
の
で
ヤ
ー
ナ 

と
も
言
う
。
こ
の
ワ
ラ
ビ
名
に
対
し
実
名
（
戸
籍
上
の
名
）
を
学 

校
名
と
言
う
の
は
、
就
学
ま
で
は
ワ
ラ
ビ
名
で
呼
ぶ
が
学
校
で
は 

戸
籍
上
の
名
で
呼
ぶ
か
ら
で
あ
る
。 

二 

親 
 

族 

 

親
族
を
表
す
語
に
ハ
ロ
ジ
が
あ
る
。
こ
れ
は
腹
氏
の
訛か

音
で
あ 

ろ
う
か
。
ハ
ロ
ジ
は
、
父
母
両
系
の
座
に
つ
な
が
る
血
縁
体
系
で 

あ
る
。
先
祖

チ
ヤ
ー

祭ト

特
に
三
十
三
年
忌
祭
に
は
枝ゆ

だ

、
葉は

、
根じ

（
枝
葉
末 

節
と
い
う
意
か
）
に
も
祭
ら
せ
よ
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
言
う
が 

「
子
を
か
す
が
い
と
し
て
血
を
引
く
」
範
囲
に
祭
ら
し
め
よ
と
い 

う
こ
と
で
あ
る
。「
子
を
か
す
が
い
と
し
て
血
を
引
く
」
と
は
つ 

ま
り
、「
父
母
両
系
の
座
に
つ
な
が
る
」自
然
血
縁
の
範
囲
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
我
が
国
現
民
法
の
規
定
す
る
親
族
の
範
囲
、
つ
ま
り
六 

親
等
内
の
血
族
、
そ
の
配
偶
者
、
三
親
等
内
の
姻
族
と
い
う
の
と 

ほ
と
ん
ど
同
じ
か
、
も
し
く
は
や
や
広
い
程
度
で
あ
る
。
そ
し
て 

そ
れ
は
従
兄
弟
姉
妹
（
い
と
こ
。
ハ
ラ
チ
ウ
ト
ジ
ヤ
）
の
孫
（
六 

親
等
内
の
血
族
）
お
よ
び
又
従
兄
弟
姉
妹
（
ま
た
い
と
こ
、
マ
タ 

チ
ウ
ト
ジ
ヤ
）
六
親
等
内
の
血
族
を
も
っ
て
限
界
と
す
る
の
が
普 

      

た
る
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ハ
ラ
が
元
来
母
系
的
血
縁
体 

系
を
表
す
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
次
の
方
法
が 

あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
ヒ
キ
ワ
、
ユ
ク
ワ
シ
ガ
、
ハ
ラ
ワ
ロ
サ
ヌ
」 

と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
直
訳
す
れ
ば
「
ヒ
キ
は
良
い
が
、
ハ 

ラ
が
悪
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
意
味
は
「
父
の
ヒ
キ
は
良
い 

が
、
母
の
ハ
ラ
が
悪
い
」、
す
な
わ
ち
「
父
方
の
血
統
は
良
い
が
、 

母
方
の
血
統
が
悪
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
言
葉
は
、
子
供
の
で
き
が
悪
い
と
き
に
よ
く
使
わ
れ
る
言 

葉
で
あ
る
が
、
嫁
選
び
の
際
に
も
よ
く
使
わ
れ
、
こ
の
言
葉
を
使
っ 

て
嫁
選
び
を
渋
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。 

 

ハ
ラ
は
母
系
を
表
す
言
葉
と
し
て
、
最
も
古
く
重
点
の
お
か
れ 

た
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
父
権
の
優
越
が
進
行
し
て
血
縁
体
系
が
父 

系
に
よ
る
に
し
た
が
い
、
母
系
を
表
す
ハ
ラ
の
言
葉
は
使
わ
れ
な 

く
な
っ
た
。 

 

時
日
が
た
つ
に
つ
れ
、
血
統
を
表
す
こ
の
重
要
語
は
父
系
血
統 

を
表
す
ヒ
キ
（
ヒ
チ
）
を
用
い
る
の
に
活
用
し
、
転
化
し
た
。
こ 

れ
を
促
進
し
た
の
は
、
両
系
的
血
縁
体
ハ
ロ
ジ
の
進
行
が
あ
る
。 

こ
の
過
渡
期
に
ヒ
キ
と
ハ
ラ
と
の
両
語
の
併
用
、
ま
た
混
用
さ
れ 

た
時
代
が
あ
っ
た
。
現
在
も
ヒ
キ
（
ヒ
チ
）
の
言
葉
は
使
わ
れ
て 

い
る
が
、
時
移
る
と
と
も
に
、
ハ
ラ
は
父
系
的
血
縁
体
を
表
す
言 

570 571 



葉
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 
ハ
ロ
ジ
は
、
父
母
両
系
の
座
に
つ
な
が
る
自
然
的
血
縁
体
系
で 

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
如
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
擬 

制
的
ハ
ロ
ジ
、あ
る
い
は
準
ハ
ロ
ジ
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。 

す
な
わ
ち
ミ
シ
ハ
ロ
ジ
、
お
よ
び
ト
メ
ハ
ロ
ジ
、
そ
れ
に
名
付
け 

親
（
仮
親
）
な
ど
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と 

に
し
よ
う
。 

(一) 

ミ
シ
ハ
ロ
ジ 

 

ミ
シ
ハ
ロ
ジ
は
、
見
知
り
合
っ
た
自
然
の
縁
で
結
合
し
た
関
係 

で
、
ハ
ロ
ジ
つ
き
合
い
と
な
っ
た
間
柄
で
あ
り
、
特
に
縁
結
び
の 

口
上
は
な
く
、
年
忌

チ
ヤ
ー

祭ト

に
も
列
し
な
い
。
例
え
ば
、
①
幼
少
時
代 

の
親
友
、
同
窓
（
小
中
高
校
）
の
親
友
、
②
危
急
災
厄
の
と
き
に 

助
け
合
っ
た
間
柄
。
例
え
ば
急
病
で
途
中
で
助
け
て
も
ら
っ
た
場 

合
の
人
々
の
間
柄
。
病
気
中
に
入
院
設
備
不
備
の
た
め
病
院
の
近 

く
に
民
家
を
借
り
た
場
合
の
借
り
た
人
と
家
主
と
の
間
柄
。
③
戦 

時
中
の
疎
開
先
の
人
と
本
人
と
の
間
柄
。
④
戦
中
戦
後
の
食
糧
難 

時
代
、
物
資
の
互
恵
を
行
っ
た
間
柄
。
⑤
戦
友
で
あ
っ
た
間
柄
で 

あ
る
。 

       

い
を
始
め
る
。 

 

ミ
シ
ハ
ロ
ジ
、
ト
ウ
メ
ハ
ロ
ジ
は
共
に
準
ハ
ロ
ジ
の
つ
き
合
い 

で
、
年
の
祝
い
、
結
婚
式
、
葬
祭
に
ハ
ロ
ジ
同
様
に
参
集
し
、
礼 

品
を
持
参
す
る
。
中
に
は
、
自
然
血
縁
の
ハ
ロ
ジ
よ
り
も
親
し
く 

つ
き
合
い
す
る
人
も
あ
る
。
た
だ
し
ミ
シ
ハ
ロ
ジ
、
ト
ウ
メ
ハ
ロ 

ジ
共
に
、
祭
り
の
正
座
に
は
列
せ
ず
、
祭
り
後
の
宴
に
招
か
れ
る 

こ
と
が
普
通
で
あ
る
。 

(三) 

名
付
け
親
（
仮
親
） 

 

他
人
を
義
理
の
親
と
し
て
頼
む
こ
と
が
あ
る
。
仮
親
と
い
う
べ 

き
も
の
で
あ
ろ
う
。ま
た
子
に
名
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。 

子
女
が
虚
弱
な
場
合
、
健
康
に
す
る
た
め
に
養
い
親
を
定
め
擬
制 

親
子
関
係
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
ク
ワ
シ
ュ
ン
」（
子 

に
す
る
）
と
言
う
。
例
え
ば
、
あ
る
人
の
子
が
病
弱
な
場
合
ユ
タ 

に
占
っ
て
も
ら
い
、
相
性
の
合
う
人
の
住
ん
で
い
る
方
位
、
そ
の 

人
の
干
支
等
に
よ
り
、
親
と
す
べ
き
人
を
選
び
定
め
る
。
そ
し
て 

吉
日
を
卜ぼ

く

し
、
酒
（
昔
は
四
合
瓶
）
と
珍
味
を
盛
っ
た
重
箱
を
携 

え
、
親
が
子
を
伴
い
縁
結
び
に
行
く
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
口 

上
は
「
ク
ワ
ー
シ
タ
ボ
リ
」
と
言
う
。「
子
に
し
て
く
だ
さ
い
」 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

(二) 

ト
ウ
メ
ハ
ロ
ジ 

 

ト
ウ
メ
ハ
ロ
ジ
は
、
求
め
た
人
為
の
縁
で
ハ
ロ
ジ
つ
き
合
い
と 

な
っ
た
間
柄
で
あ
る
。「
ハ
ロ
ジ
し
給タ

ボ

り
」
と
い
う
縁
結
び
の
口 

上
が
あ
り
、
新
し
く
縁
故
を
人
為
的
に
つ
く
っ
た
間
柄
に
成
立
す 

る
。 

 

例
え
ば
、
①
牛
の
子
や
豚
の
子
を
買
っ
て
育
て
た
と
こ
ろ
成
績 

が
よ
く
、
繁
殖
し
た
場
合
、
売
り
手
と
買
い
手
の
間
に
こ
の
関
係 

が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
「
ト
ウ
メ
ハ
ロ
ジ
し
給タ

ボ

り
」
と
い
う 

縁
結
び
の
口
上
が
あ
っ
て
、
ハ
ロ
ジ
つ
き
合
い
と
な
る
。 

②
気 

が
合
っ
た
人
と
の
間
柄
、
意
気
投
合
し
た
仲
に
成
り
立
つ
。
③ 

旅
行
中
の
船
中
、
車
中
に
て
懇
意
に
な
っ
た
間
柄
。
④
性
の
合
っ 

た
人
（
ユ
タ
の
占
い
に
よ
っ
て
）
と
縁
結
び
と
な
っ
た
間
柄
。 

⑤
二
十
三
夜
の
行
事
を
共
に
す
る
仲
間
の
う
ち
で
特
に
親
し
く
す 

る
間
柄
。
例
え
ば
二
十
三
夜
で
「
神
様
の
子
に
し
て
く
だ
さ
い
」 

と
頼
ん
だ
人
と
頼
ま
れ
た
人
と
の
間
柄
。
⑥
屋
号
名
が
偶
然
同 

じ
と
き
当
事
者
の
間
柄
に
成
立
す
る
。 

⑦
以
前
奉
公
し
た
人
と 

家
主
と
の
間
柄
。 

③
小
学
校
時
代
の
同
窓
生
が
、
特
に
「
ト
メ 

ハ
ロ
ジ
し
給
り
」
と
申
し
入
れ
た
場
合
も
あ
る
。 

 

こ
の
場
合
は
、
特
に
縁
結
び
の
口
上
を
も
っ
て
ハ
ロ
ジ
つ
き
合 

       

こ
う
し
て
擬
制
親
子
関
係
が
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
子
は 

爾
後
、
正
月
ご
と
に
お
神
酒
と
重
箱
を
携
え
、
親
を
拝
み
に
行
く 

の
で
あ
る
。
も
し
、
親
に
な
っ
て
い
る
人
が
早
く
他
界
す
る
よ
う 

な
と
き
は
、
香
典
（
昔
は
十
銭
）
を
持
っ
て
行
き
、
こ
れ
で
「
縁 

切
り
ヤ
ブ
ラ
」
と
、
縁
切
り
の
口
上
を
言
う
な
ら
わ
し
で
あ
っ
た 

と
い
う
。 

 
 

 
 

付 

参
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(一) 

琉
球
の
第
二
尚
氏
王
統
の
尚
円
王
（
一
四
七
〇
年
頃
）
に
世 

 

子
尚
真
が
誕
生
し
た
が
幼
い
頃
虚
弱
だ
っ
た
。
筮ぜ

い

卜ぼ
く

者
皆
占
っ 

 

て
い
う
に
は
吉
日
吉
時
を
選
び
、
城
を
出
て
南
に
向
い
始
め
て 

 

行
逢
う
人
は
貴
賎
を
問
わ
ず
こ
れ
を
世
子
（
尚
真
）
の
名
付
親 

 

と
な
さ
ば
万
寿
無
彊

き
ゆ
う

、
千
福
無
窮
と
な
ら
ん
、
と
尚
円
王
は 

 

之
に
従
い
、
臣
に
命
じ
世
子
を
扶
持
し
島
添
の
路
を
往
く
に 

 

偶
々
「
阿
擢
辛
」
に
命
じ
世
子
の
養
父
と
な
す
。（
こ
う
す
れ 

 

ば
健
康
恢
復
す
る
と
信
ぜ
ら
れ
、
名
付
け
親
を
恰
も
実
父
母
の 

 

如
く
慕
う
近
代
に
至
る
ま
で
民
間
に
こ
の
習
俗
あ
り
）
阿
擢
辛 

 

窮
巷
の
中
に
生
れ
、
蓬
次
の
下
に
長
じ
知
見
狭
く
厚
望
に
副
い 

 

難
し
、と
断
り
し
も
つ
い
に
恭
し
く
嘉
恵
を
受
け
養
父
と
な
り
、 

 

毎
日
世
子
の
万
福
を
願
い
赤
頭
職
を
勤
め
て
い
た
。
尚
円
王
薨 
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じ
世
子
尚
真
位
を
嗣
ぐ
と
き
士
籍
に
昇
任
、
遂
に
紫
巾
官
に 

 
陞
っ
た
。
名
も
「
花
城
親
方
守
知
」
と
改
め
て
い
た
。
守
知
病 

 

重
く
ま
さ
に
世
を
辞
せ
ん
と
す
る
に
臨
み
、「
郷
里
の
父
母
の 

 

墓
に
葬
ら
れ
ん
こ
と
を
」
と
願
っ
た
。
数
日
し
て
死
去
す
。
尚 

 

真
王
哀
し
み
葬
式
の
日
哭
泣
甚
だ
し
か
っ
た
。
龕が

ん

を
識
名
村
の 

 

前
に
止
め
王
の
哀
慕
を
慰
め
て
、
具
志
頭
間
切
那
宇
島
に
葬
っ 

 

た
。
今
田
舎
の
俗
に
龕
を
中
途
に
止
め
死
者
に
シ
マ
見
し
を
さ 

 

す
る
は
こ
れ
よ
り
始
ま
る
と
云
々
。 

(二) 

沖
縄
の
古
辞
書
「
混
効
験
集
」（
一
七
一
一
年
編
）
に
、 

 

「
お
み
は
だ
み
」
…
御
親
類
と
い
う
こ
と
。
下
官
に
は
ハ
ラ
ウ 

 

ジ
と
も
言
う
。
腹
氏
…
一
族
に
は
普
通
ハ
ロ
ー
ジ
と
言
い
、
一ち

ゆ 

 

ハ
ロ
ー
ジ
と
も
言
う
、
と
あ
る
。 

(三) 

ハ
ロ
ジ
に
ち
な
む
俚
諺

り
げ
ん 

 

(１) 

遠
さ
ぬ
ハ
ロ
ジ
よ
か
近
か
さ
ぬ
他
人 

 
 

意
味
は
、
遠
方
に
い
る
ハ
ロ
ジ
よ
り
も
近
く
に
い
る
他
人
が 

 
 
 
 
 
 

頼
り
に
な
る
。 

 

(２) 

倒と
う

り
ら
ば
ハ
ラ
探さ

ぐ

り
。 

 
 
 
 
 

破
算
し
た
ら
ハ
ロ
ジ
を
探
し
て
た
よ
れ
。 

        

て
分
家
致
さ
せ
ず
本
家
を
相
続
し
て
両
親
の
養
育
を
な
す
べ
し
、 

次
男
三
男
弟
の
如
き
は
分
家
致
さ
す
る
も
、
本
年
よ
り
徴
兵
満
期 

の
後
に
あ
ら
ざ
れ
ば
分
家
等
決
し
て
不
相
叶
云
々
、
但
女
子
の
分 

家
と
い
う
は
不
可
有
之
筋
に
付
以
来
決
し
て
分
家
さ
せ
る
べ
か
ら 

ず
、
尤
隠
居
の
如
き
別
居
は
不
若
云
々
」
と
あ
っ
て
、
長
男
は
決 

し
て
分
家
さ
せ
ず
、
本
家
を
相
続
し
て
両
親
の
養
育
を
す
べ
し
。 

次
男
、
三
男
の
分
家
は
徴
兵
満
期
後
で
な
け
れ
ば
さ
せ
て
い
か
な 

い
旨
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
こ
ろ
の
世
の
移
り
変
わ
り
の
様
相
が
う 

か
が
え
る
。 

 

相
続
は
親
の
死
亡
に
よ
っ
て
財
産
的
権
利
義
務
を
承
継
す
る
も 

の
で
あ
る
が
、
親
の
生
存
中
に
財
産
を
分
割
す
る
こ
と
も
あ
り
、 

兄
弟
の
少
な
い
家
で
は
均
分
相
続
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
戦
前
は 

親
の
一
存
で
決
め
ら
れ
て
い
た
。
屋
敷
、
田
畑
に
し
て
も
相
続
人 

の
長
男
に
余
計
譲
ら
れ
、
次
男
以
下
の
分
家
は
結
婚
を
機
に
行
わ 

れ
る
が
「
ヤ
ー
ウ
チ
、
ハ
マ
ド
ゥ
タ
テ
ィ
ラ
ヌ
ム
」（
家
の
中
竈

か
ま
ど 

立
て
ぃ
ら
ぬ
む
）
と
い
っ
て
、
家
（
建
物
）
を
作
っ
て
も
ら
う
だ 

け
で
、
田
畑
は
一
～
二
反
あ
る
い
は
二
～
三
反
と
い
う
ふ
う
に
ご 

く
わ
ず
か
ず
つ
分
配
し
て
「
ヤ
ー
ワ
イ
」（
分
家
）
さ
せ
ら
れ
た
。 

 

中
産
以
下
の
田
畑
を
分
け
て
や
る
だ
け
の
余
裕
の
な
い
家
で 

は
、
牛
を
や
る
と
か
、
籾も

み

、
味
噌

み

そ

を
瓶
に
入
れ
て
や
る
と
か
し
た 

三 

相
続 

 

相
続
と
は
、
先
代
に
代
わ
っ
て
跡
目
を
つ
ぎ
戸
主
と
な
る
こ
と 

で
あ
る
。
法
的
に
は
、
一
定
の
親
族
的
身
分
関
係
あ
る
者
の
間
に 

お
い
て
、
そ
の
一
方
の
死
亡
に
よ
っ
て
財
産
的
権
利
義
務
の
一
切 

を
承
継
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

家
の
相
続
は
、普
通
一
般
的
に
は
長
子
相
続
で
あ
る
が
、次
男
、 

三
男
の
場
合
も
あ
り
、
男
系
の
相
続
者
が
い
な
い
所
で
は
長
女
に 

婿
を
と
っ
て
相
続
さ
せ
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
末
子
相
続
も
行
わ 

れ
た
。
明
治
六
年
、
大
蔵
省
租
税
中
属
久
野
謙
次
郎
氏
が
大
島
各 

島
村
を
巡
視
の
結
果
の
報
告
書
、「
各
島
村
法
」
の
沖
永
良
部
島 

の
家
督
相
続
の
事
に
、「
二
、
三
年
前
ま
で
は
長
男
次
男
等
父
家 

に
依
頼
せ
ず
、
各
々
を
一
戸
と
な
す
を
常
と
す
。
故
に
家
督
相
続 

は
多
く
末
子
に
あ
り
と
雖

い
え
ど

も
近
来
す
べ
て
こ
れ
を
嫡
男
に
譲
与 

す
る
の
風
に
至
る
。
然
れ
ど
も
事
故
あ
り
て
こ
れ
を
廃
止
す
る
は 

ま
た
父
の
意
に
任
ず
る
も
の
と
す
。」
と
あ
り
、
長
男
次
男
は
父 

親
に
頼
ら
ず
分
家
し
、
家
督
相
続
は
そ
の
多
く
が
末
子
が
し
て
い 

た
旨
を
述
べ
て
い
る
が
、
明
治
十
一
年
十
二
月
の
人
民
へ
説
諭
ヶ 

条
の
中
に
、「
長
男
を
分
家
さ
す
風
習
も
有
之
趣
、
長
男
は
決
し 

      

家
も
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

「
ヤ
ー
ワ
イ
」
と
い
う
の
は
分
家
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の 

分
家
か
ら
み
て
本
家
は
「
ム
ト
ゥ
ヤ
」
と
言
っ
た
。
本
家
、
分
家 

は
「
五
―
タ
バ
」、
結
婚
、
出
産
、
葬
式
な
ど
の
際
は
相
互
に
扶 

助
し
合
っ
て
い
る
の
が
例
で
あ
る
。 

家
庭
の
祭
祀し

権
は
も
ち
ろ
ん
後
継
者
で
あ
る
相
続
人
に
付
随
す 

る
。 

 

隠
居
に
つ
い
て
イ
ン
キ
ユ
と
い
う
言
葉
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、 

普
通
に
は
隠
居
制
度
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
別
居
隠 

居
す
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、親
子
同
居
の
ま
ま
い
つ
と
は
な
く
、 

自
然
に
相
続
し
、
親
が
死
ぬ
と
行
政
的
手
続
き
を
と
っ
て
、
財
産 

相
続
す
る
の
が
普
通
と
な
っ
て
い
る
。 
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